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図 1.経産牛 1頭当たり乳量，搾乳牛 l頭当

たり濃厚飼料給与量および組飼料TDN

給与率の推移

60年度で，それぞれ3，785，4，232， 6，019 kgであ

り，最近 10年間の増加は 1，787kgと著しい。一

方，粗飼料TDN給与率は昭和 40年の 80.1%に

対して昭和 50年では 78.0%と大差ないが，昭和

60年には 65.5%と低下している。搾乳牛 1頭当

たりの濃厚飼料給与量は昭和 50年度に 1.35tで

あるのに対して昭和 60年度では 2.19tと0.84t 

増加している。

更に，北海道乳牛検定成績から 305日間の乳量

水準別構成割合9)について図 2に示した。これに

よれば，昭和 50年度から 53年度にかけて 6，000

-7，000 kg台の乳牛の増加が顕著で、あり，その後

昭和 57年度までほとんど変化がなしそれ以降

7，000 kg台以上の乳牛の増加が顕著で、ある。昭和

61年度における平均乳量は 7，278kgであり，

8，000 kg以上の乳牛の割合が30%に達している

ことなどから，高泌乳牛の乳量水準としては 305

日間乳量で8，000kg以上ということが現状では

近年，乳価の低迷や牛字し生産調整の実施などか

ら酪農経営は極めて厳しい状況にあり，そのな

かで一定の所得を確保するために牛乳の低コスト

生産が強調きれている。

そのためには乳牛個体の乳量の増加が極めて効

果的であるとされており，粗飼料調製技術や分娩

前後を中心とする飼養技術の向上，飼料分析や牛

群検定など酪農情報システムの活用による合理的

な飼料給与や低能力牛の淘汰などとあいまって，

道内乳牛の乳量水準は著しく向上してきており，

365日間乳量で2万kg以上の乳牛の出現1)や牛

群の平均乳量が 1年間で 5千 kgから 9千 kgへ

と4千 kgも増加した事例2) も報告されている。

しかし一方で、は，このような乳量の増加に対応

するように濃厚飼料の給与量も増加しており，土

地利用型酪農である北海道の乳牛飼養技術の発展

方向はいかにあるべきかについては種々の見解が

ある。

このような背景から，既に本誌にも高泌乳牛に

おける給与飼料構成3)，飼料給与法41蛋白質へビ

タミンA6)および緩衝剤7)の給与などについて詳

しく紹介きれている。そこで，ここでは組飼料を

主体とする高泌乳牛の飼養技術について，道立農

業・畜産試験場で得られた試験成果について紹介

することとした。

45 

1.道内乳牛の乳量水準と粗飼料給

与率の推移

乳量，粗飼料TDN給与率(給与全TDN量に占

める粗飼料からの TDN量の割合)および濃厚飼

料給与量の推移自)を図 1に示した。

経産牛 l頭当たりの乳量は昭和 40，50および

一 1-
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妥当と考えられる。 ラルの含量も含めて高い。とうもろこしサイレー

次に，道内で利用されている粗飼料の成分・栄 ジでは TDN含量が66%とこれらの組飼料のな

養価川を表 1に示した。牧草サイレージの粗蛋白 かで最も高いが粗蛋白質やミネラルの含量が低

質と TDNの含量は，それぞれ 13-16%，59- く，アルフアルファ乾草と極めて補完的な組成と

60%の範囲にあり，チモシー乾草に比べて， ミネ なっている。

表 1.粗飼料の飼料成分，栄養価

宮司 料 名 番草 乾物率粗蛋白質 TDN 粗繊維 Ca P 乱19

(%) (乾物中%)

乾 草(チモシー) 1 83.4 8.8 57.8 32.3 0.31 0.25 0.14 

2 82.3 13.0 60.1 29.6 0.35 0.33 0.18 

乾草(アルファルファ) 1 83.8 18.5 60.9 27.9 0.98 0.35 0.21 

2 82.2 18.8 60.5 27.8 0.99 0.39 0.23 

牧草サイレージ 1 31.5 13.1 59.1 30.8 0.55 0.30 0.20 

2 42.6 15.5 60.2 29.1 0.58 0.35 0.24 

三月主三 刈 草 1 19.7 15.7 63.8 26.4 0.51 0.32 0.18 

2 22.8 19.3 63.3 26.9 0.65 0.39 0.25 

とうもろこしサイレージ 26.6 9.2 66.2 21.1 0.19 0.26 0.15 
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図 3.青刈り草地の利用スケジュールと乳量の推移

2 .粗飼料の産乳価値向上

粗飼料の給与率を維持向上しつつ高泌乳牛を飼

養するためには粗飼料の産乳価値を高めることが

必要で、ある。

まず，生草について青刈り給与方式で検討した

結果11)を図 3に示した。牧草の早刈り利用(再生

日約 30日間で利用)を前提とした 4回刈りでは l

番草給与時に乳量が経目的に低下したが早刈り 2

番草の給与により著しく回復し，それ以降徐々に

低下した。これに対して， 1番草を 7月23日まで

利用した 3回刈りでは 1番草給与時に乳量が直線

的に低下し，生育の進んだ2番草(生育日数45日

間)を給与しても乳量は回復せず， 3番草の給与

で回復の傾向が認められた。このように生草の産

乳価値は生育ステージや再生日数により大きな影

響を受ける。放牧条件で，休牧日数を 9日間と 21

日間として比較した試験においても，牧草の生育

が盛んな 6-7月では短草利用が乳量の多いこと

が報告凶されており，また，放牧草の TDN含量

および乾物と TDNの摂取量は春季に最も高<， 

夏季および、秋季では低下すること叫が認められ

ている。

乳牛の放牧飼養は土地条件に恵まれている草地

型酪農地帯において広く普及しており，放牧草地

の標準的な利用方式も提案凶されている。放牧飼

養と高泌乳牛の関係については種々の見解があ

る。放牧草は粗飼料のなかで最も栄養価が高いこ

と，利用に際して機械・施設がほとんど不必要な

ことから牛乳の低コスト生産に役立つこと，貯蔵

粗飼料の調製量を減少できることなどの利点を有

している。しかし，一方で、は草地の効率的利用の

見地から放牧時間が制限きれることや気象条件，

草量の過不足などにより摂取量が不足，不安定に

なりがちであり，また組蛋白の著しい過剰や濃厚

飼料増給時には粗繊維の不足を生じる。これらの

欠点を解消するために補完組飼料の併給が高泌乳

牛では特に必要で、あると考えられる。夏季以降に

おける牧草サイレージの併給は TDN摂取量の増

加や乳量・乳組成の向上に効果的で、あり同lへまた

季節別の検討では，とうもろこしサイレージが

TDN摂取量や乳量の増加に加えて DCP過剰摂

取の軽減，乳成分の向上などに有効日)である。

牧草サイレージについても，原料草の刈取時期，

窒素施肥，水分含量，細切，添加物など数多くの

要因について検討されている。一番草でで、は刈取時

期の早い方カ

あり一番草に比べて産乳価値は低い18叩 9)。ただ，二

番草についての検討はオーチヤードグラス主体牧

草で実施されており，今後は道内採草地の主体イ

ネ科牧草の一つであるチモシーでの検討が必要で、

あろう。窒素施肥水準が牧草サイレージの産乳価

値に及ぼす景タ響は認められていない20)0 

次に，牧草サイレージの水分含量の景簿につい

てみると，泌乳安定期の検討で、は一般に高水分に

比べて中，低水分では乾物摂取量は増加するが，

乳量，乳組成にはほとんど影響じないとされてい

る21)。しかし，泌乳初期では中水分が高水分に比べ
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て乾物と養分の摂取量， 4%FCM量および、乳組成

において優る傾向があり，増体重では多いことが

認められており 22}，発酵品質の向上2へ調製貯蔵中

の回収率の向上2ペ凍結サイレージ給与による乳

量の減少却ならぴに調製時の気象条件を考慮す

ると中水分程度での調製が最も望ましい。

牧草サイレージ調製における細切処理は発酵品

質を向上し，養分摂取量および乳量を増加す

る26)。ただ，これらの試験では無細切サイレージが

トレンチサイロや塔型サイロで調製されている

が，近年普及しているロールベールサイレージは

無細切であるが気密性の維持と低水分化により外

観および発酵品質が良好で、あり271原料草により

区分した調製利用が可能であることから，その産

乳価値に対する関心が強く，現在検討されている。

良好な発酵品質の牧草サイレージは基本技術の

励行により調製することができる。しかし，気象

条件などにより原料草が著しく高水分になったり

調製が長期に亘る場合などがあり，このような不

良条件下において各種の添加物が利用されてい

る。この内の数種について検討した結果，高水分

条件においてギ酸添加は乳量増加28)，プロピオン

酸添加は乳SNF含量の向上鈎)に効果的であっ

た。

牧草サイレージに対するとうもろこしサイレー

ジの併給効果についてみると，高水分で発酵品質

の劣る牧草サイレージにおいて乾物と TDNの摂

取量および乳量が増加し字し組成が向上すること制

が認められているカミその後，中低水分の牧草サ

イレージを供試して泌乳初期幻)および泌乳安

定24)において検討した結果では，牧草サイレージ

のTDN含量が66-67%ではとうもろこしサイ

レージの併給効果は認められず，牧草サイレージ

のTDN含量がおよそ 60%以下で併給効果が認

められた。

一方， とうもろこしサイレージの産乳価値につ

いて検討した結果では，黄熟期~完熟期に調製し

たとうもろこしサイレージの TDN含量は 66-

70%と高<，乳牛による摂取量が多く，早刈り一

番草サイレージにほぼ匹敵する優れた産乳価値を

有し，乳SNF率，乳蛋白質率を高めること 31)32)が

認められている。

とうもろこしサイレージにおける軽度の二次発

酵やプロピオン酸の添加はサイレージの産乳価値

にほとんど景タ響しない33)。

とうもろこしサイレージと一般的な品質の乾草

の給与比率について検討した結果， とうもろこし

サイレージ主体において良好な産乳成績34)であ

り，また TDN収量が多く，発酵品質が良好で、大量

調製が容易であるなどの多くの利点35)を有する

ことから，これを主体とした場合の併給粗飼料に

ついて検討した。その結果，牧草サイレージと乾

草の聞に差異はなく附3ぺ早刈り牧草サイレージ

は遅刈牧草サイレージに比べて優っており窒素施

肥水準の影響は認められず制，各草種について牧

草サイレージにして比較した結果，各種養分の摂

取量とバランス，乳量，礼組成などから総合的に

判断して，アルフアルフア王体牧草が最も優って

おり，次いで、アカクローパ王体牧草で、あり，チモ

シーはマメ科主体牧草に比べて DCPとカルシウ

ムの摂取量において劣っていた制。以上から，とう

もろこしサイレージ主体飼養における併給粗飼料

は，従来のチモシー乾草からマメ科草の良〈混入

した早刈り~適期刈り牧草サイレージにすること

が今後の一つの改善方向であると考える。

乾草は，道内の気象条件から良質・高栄養な製

品の大量調製が困難で、あるために乳牛の主体組飼

料とはなり得ないが，乾物摂取量の安定化，そし

ゃく行動の向上，消化器障害発生時の対応などに

必要な場合がある。

以上，粗飼料の産乳価値はその TDN含量が高

くTDN摂取量が増加する場合に向上することが

認められた。牧草サイレージの乾物およびTDN

摂取量に及ぼす要因について報告40)41)されてお

り，基本的には乾物摂取量と TDN含量のそれぞ

れについて検討すべきであるが，乾草，牧草サイ

レージおよびとうもろこしサイレージを粗飼料と

して単用あるいは組み合わせて給与した試

験31)問刊州問問について検討した結果，組飼料の

TDN含量と体重および、代謝体重(WO
.
75

)当たりの

TDN摂取量の間に高い正の相関関係が認められ

たので，これを基にして粗飼料から生産可能な乳
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表 2.粗飼料の TDN含量と TDN摂取量，期待乳量

粗 飼料の 組飼料乾物摂取量 粗飼料 TDN摂取量 同左からの期待乳量

TDN含量 日 量 同体重比 日 量 同体重比 日 量 305日間

(乾物中%) (kg) (%) (kg) (%) (kg) (%) 

55 12.7 1.95 6.97 1.06 6.5 1，983 

60 13.7 2.11 8.21 1.25 10.4 3.172 

65 14.5 2.23 9.45 1.45 14.3 4，362 

70 15.3 2.35 10.69 1.64 18.2 5，551 

75 15.9 2.45 11.93 1.83 22.1 6，741 

1 )体重 650kg，牛乳の脂肪率3.75%として算出。

2 )粗飼料 TDN摂取日量(体重比%:Yj，代謝体重比%: Y2， kg/日:Y3) と組飼料の TDN含量(乾物

中%:x)の関係

Y1 = 0.0384x-1.05 (r = 0.855**) 
Y2 = 0.194x-5.32 (r = 0.851**) 
Y3

二 0.248x-6.67 (r = 0.854**) 

量について TDN摂取量を用いて，試算した結

果42)を表 2に示した。粗飼料からの期待乳量は，

組飼料からの TDN摂取量より牛体の維持に要す

るTDN量を差引き，これを牛乳 1kg生産に必要

なTDN量(日本飼養標準 1974年版)で除して算

出した。

これをみると，粗飼料の TDN含量が60%では

305日間で粗飼料に 3，200kg程度の乳量しか期

待できないが，これを 65%に上げることにより

4，400 kg程度の乳量を期待できる。

以上，粗飼料を主体として，高泌乳牛を飼養す

るためには，その品質や TDN含量を高め，最も制

限要因となる TDN摂取量43)を増加させること

が極めて重要で、ある。

3 .粗飼料主体による乳期別飼養技術

(1) 1乳期の推移

高泌乳牛 3頭の l乳期における推移を平均し

て図 4に示した。乾乳期の平均乾物摂取日量は

12.5 kgであり，安定的に推移した。分娩後には

急激に土弄し， 10週目に 24.9kg，体重比 3.69%

のピークに達したのち徐々に下降する傾向を示

したれ泌乳後期では比較的安定的に推移した。

泌乳期の平均乾物摂取日量は 20.7kgで， 1乳

期 52週間合計では 7，078kgであった。一方，乳

量は分娩後5週目に 39.8kgのピークに達した

のち徐々に下降し， 44週目では 16.5kgであ

り， 43週間の合計では 8，866kgであった。

乾字凶目における増体重は 50kgであり，分娩

後では?必乳の極初期および濃厚飼料の割合が低

い混合飼料に切換えた 23週目から 30週目にか

けて低下したが，それ以降著しい増体がみられ，

44週日には試験開始時である分娩前 8週目と

同程度の体重に回復した。

4 40 
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図 4.高泌乳牛における 1乳期の測定例
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以上から，高泌乳牛の特徴としては泌与し期に

おける乾物摂取量が多しそのピークは乳量の

ピークより遅れて出現する。乳量のピークは高

く，その持続性は良好で、あり，体重は泌乳期に

一時減少するが，泌乳後半に回復することがあ

げられる。

(2) 乾乳期

近年，乾字凶目は乳腺細胞の更新・増殖，胎児

の発育に加えて，分娩前後にあける各種疾病の

防止や分娩後の高い養分摂取を可能にするため

の準備期間として重視されている。

放牧飼養における乾乳牛の日増体重は1.4

kgと高<，起立不能症の発生が多い刊。その原

因として DCPの著しい過剰摂取が大きく関

与45)しており，この発生を低減させるためには

分娩予定 2週間前から放牧時間を 2時間程度に

制限し乾草を併給することが効果的である州。

一方，舎飼期において栄養水準の影響につい

て検討した結果，高栄養(TDN充足率，日本飼

養標準 1974年版比 134%)では日増体重は1.21

kgであり標準給与に比べて 0.34kg多かった

が，乳量の増加は僅かであった47)。また，乾乳期

におけるとうもろこしサイレージと乾草の給与

比率の影響叫についてみると，とうもろこしサ

イレージ単用給与では日増体重が0.98kgと高

いが，乾物摂取量は乾乳末期に低下し泌乳初期

における増加が少なし乳量 (4%FCM)の上昇

も認められなかった。また，分娩直後の血清カ

ルシウム濃度が低かった。これに対して，乾乳

期乾草単用では，日増体重は 0.47kgと低いが，

乾物摂取量は乾乳期に比較的一定で推移し泌乳

初期における増加が顕著で、あり，乳量はすみや

かに上昇した。乾草ととうもろこしサイレージ

を乾物比率で2 1として給与した場合には，

日増体重は1.07 kgであり，泌乳初期の推移は

乾字国司乾草単用と同様で、あった。

このような， とうもろこしサイレージ単用時

における乾字国目の乾物摂取量の推移と同様の傾

向が濃厚飼料の割合が高い混合飼料給与時に認

められており，第四胃変位の発生も報告されて

いる 49)。

また，分娩前の濃厚飼料自由採食は乳量の増加

に効果的でなく，手民炎や起立不能症(乳熟)

を増加させる問。

以上の成績や乾字国目の養分要求量(日本飼養

標準 1987年版)が低いことから，乾乳期ー一分

娩後の飼料構成に対する馴致期間である乾乳末

期以前一ーには自由採食させても摂取養分量に

著しい過不足を生じない，物理性を十分に保持

する粗飼料，たとえばTDN含量 60%程度の乾

草や微細切していない牧草サイレージの給与が

望ましいと考えられる。

(3) 泌 乳 前 期

従来の，分娩後には飼料を控え目に給与し乾

乳期に蓄積した養分を泌乳に利用し，一定期間

経過してから標準どおり飼料を給与する方式に

対して，泌乳初期から飼料を積極的に増給して

養分摂取量を高めると乳量が増加し22)4加)，繁

殖性に悪影響がない2)，むしろ TDN充足率を

低下きせないことから繁殖性は向上する問。し

かし，泌泌、乳期に濃厚飼料を多給して要求量以上

にTDNを摂取させても乳量の増加は僅カかミでで、あ

Iり札)人，繁殖性が低下する傾向がある4叫7η)

先にも述べたように，粗飼料主体で高泌乳を

達成するためにはその品質・栄養価を高めるこ

とが必須で、あり，次に併給飼料の選択により飼

料全体として養分濃度を適正にし，更にこれら

の飼料を設定どおり，消化生理に適合するよう

に採食させることが重要で、ある。

このような見地から，高エネルギ-;t国司料で

あるとうもろこしサイレージと乾草の給与比率

を乾物で 2 1，粗飼料全体の TDN含量を

65%とし，これに組成の異なる濃厚飼料を組み

合わせて混合飼料の粗飼料:濃厚飼料の乾物比

率ならびに粗蛋白質含量の影響について自由採

食条件で検討した結果聞を表 3に示した。

これをみると，粗飼料:濃厚飼料の比率が

80 : 20でも高い乳量であったが， 65: 35では

4%FCM日量が31.8 kgと80: 20に比べて

2.0 kg増加した。しかし，これを 50: 50まで高
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表 3.泌乳前期におけるとうもろこしサイレージ主体混合飼料の組飼料

と濃厚飼料の比率ならぴに組蛋白質含量と摂取量，乳量，体重

組蛋白質含量 粗飼料・濃厚飼料乾物化
平均

(乾物中%) 80 : 20 65 : 35 50 : 50 

TDN含量(乾物中%) 13 67.6 71.2 74.2 71.0 

16 67.3 70.8 73.9 70.7 

平均 67.5 71.0 74.1 

乾物摂取量(kg/日)

(粗飼料) 13 15.1 12.8 10.6 12.8 

16 16.6 14.1 11.3 14.0 

平均 15.9 13.5 10.9 

(濃厚飼料) 13' 3.7 6.7 10.2 6.9 

16 4.1 7.4 10.9 7.5 

平均 3.9 7.0 10.6 

全飼料 13 19.2 19.8 21.1 20.0a 

16 21.1 21.8 22.6 21.9b 

平均 20.2a 20.8ab 21.9b 

4%FCM量(kg/日) 13 28.6 30.8 30.8 30.1a 

16 30.9 32.8 33.5 32.4b 

平均 29.8 31.8 32.2 

増 体 重 (kg) 13 - 7.7 1.7 27.7 7.3 

16 - 6.7 18.3 25.7 12.4 

平均 - 7.2a 10.0ab 26.7b 

1 )摂取量は分娩後1-22週，乳量・増体重は分娩後2-22週の測定値。

2) a， b， C P <0.05，乾物摂取量において年度と粗:i農飼比間に交互作用あり。

めても乳量の増加は僅かで、あり，これらの差異

はいずれも有意で、なかった。乳脂率はいずれも

良好で、あり，乳SNF率は 80: 20で8.76%と

高かったが濃厚飼料の割合が高まるのに伴ない

更に向上した。体重は 80: 20で僅かに減少して

おり，その他では増加した。また，全飼料中の

組蛋白質含量 16%では 13%に比べて乳量は増

加したが，手L組成や増体重で、は差がなかった。

同様の粗飼料構成で濃厚飼料の給与量を乳量

に応じて 2水準として検討した結果，摂取した

組飼料と濃厚飼料の乾物比率は 80: 20および、

65 : 35と近似であり，両区間の乳量差は 2kg 

であったことが報告されている 54)。

以上から，一般に濃厚飼料を増給することに

より乳量は増加するが，組長司料の栄養価が高く

なるのに伴ない増給の効果は相対的に減少す

る問。組飼料の TDN含量が65%程度と高い場

合には組飼料と濃厚飼料の乾物比率が65: 35， 

全飼料中の組蛋白質含量が16%程度で十分高

乳量になり，この試験に供した程度の乳量水準

の乳牛ではこれ以上濃厚飼料の割合を高めても

乳量の増加は少ないものと考えられた。

なお，これらの試験において供試した乾草や

牧草サイレージはイネ科牧草から調製されてい

る。イネ科牧草に比べてマメ科牧草は細胞壁物

質 (CW)の含量が低〈、採食量が多く同，また

摂取量の増加に伴う乾物消化率の低下が少ない

などの利点が強調されている 57)ので，今後，マ

メ科牧草を用いた検討が必要で、ある。

(4) 泌乳後期

泌乳後期には，泌乳前期の高乳量の持続性を
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落さないことや，乾乳期には牛体の維持と胎児

の発育に必要な養分量しか見込んでいないこ

と聞や粗飼料単用飼養が推奨きれること，乾乳

期にエネルギーを蓄積するよりも泌乳後期に蓄

積しJはHの泌乳に利用した方が効率的であるこ

と聞から，乾乳時までにある程度肉付きの良い

状態にすることが重要で、ある。

しかし，このような見地から泌乳後期の飼料

構成について検討した報告は極めて少ない。先

の表 3に示した泌乳前期の試験に引続いて，同

じ粗飼料構成で，組飼料と濃厚飼料の乾物比率

の影響について，全飼料中の組蛋白質含量を

13%， ミネラル類も一定の含量として自由採食

条件で検討した結果刷を図 5に示した。

乾物摂取量は， 90: 10， 80: 20， 65: 35で，

それぞれ 17.9(濃厚飼料1.8)，18.2(3.6)および

18.3(6.3) kgで，処理問に大差なし期間中の

変化は極めて少なかった。 TDN摂取量は濃厚

飼料の割合が高まるのに伴い増加し， 4%FCM 

量も 20. 8， 22 . 6， 23. 6 kgと同様の傾向が認めら

れた。乳組成はいずれも良好であり，処理問に

差はなかった。体重の推移では泌乳前期に増体

重の少ない乳牛が供試された 80: 20， 90: 10 

において分娩後 34-36週目以降の増体が顕著
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図 5. とうもろこしサイレージ主体混合飼料

の組飼料と濃厚飼料の比率が泌乳後期

の乾物摂取量，乳量，体重に及ぼす影響

であった。これに対して，泌乳前期に増体重の

多い乳牛が供試された 65: 35では泌乳後期の

前半により重い体重で推移し，泌乳後期全体で

はほとんど増体が認められなかった。泌乳前期

と泌乳後期の増体重聞に負の有意な相関関係が

認められた。

以上から，粗飼料の TDN含量が65%程度の

場合には，粗飼料と濃厚飼料の乾物比率を 80・

20程度にしても乳量やその持続性は著しく低

下しないものと考えられた。ただ，このような

粗飼料条件においても飼料切換え時に濃厚飼料

表 4.泌乳期におけるとうもろこしサイレージ主体混合飼料の

組合せと 1泌乳期の飼料摂取量，乳量，粗飼料給与率

給与混合飼料 飼料摂取量 4%FCM量/粗飼料TDN

泌乳前期・泌乳後期 粗飼料濃厚飼料全飼料
乳量

増体重 濃飼乾物量給与率

(濃:粗比一CP%)・(濃:粗比一CP%) 一一一一(乾物kg)一一一一 (4%FCM量kg) (kg) (比) (%) 

50:50-16・65:35-13 3，536 2.662 6.298 8，565 27 3.3 49.8 

. 80:20-13 3，941 2，243 6.283 8，409 41 3.8 57.0 

65:35-16・80:20-13 4.377 1.686 6.160 8，309 51 5.0 66.4 

.90:10-13 4.610 1.408 6.114 8.030 49 5.8 71.5 

80:20-16・80:20-13 4，765 1.191 6，052 8.027 47 6.8 75.7 

. 90:10-13 4，998 913 6.006 7.748 17 8.6 81.2 

乳検平均(試算値) 3，600 1，956 ，5，653 6.929 35 3.5 58.8 

1 )飼料摂取量は 1-44週，乳量，増体重は 2-44週の合計量，その他は 2-44週について算出。

2 )供試飼料の乾物中 TDN含量組飼料65%，濃厚飼料 81-86%。

3 )担論平均値は道・道手は責「個体の 305日間成績・昭和 61年度立会成績」から試算。
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の割合を急激に減少させると乳量の低下が著し

いので，混合割合として 15%値以内の減少に

留めることが必要で、ある 61)0 

高栄養粗飼料主体飼養における飼料摂取量，

乳量，組飼料給与率などについて，泌乳前期お

よび泌乳後期における混合飼料の給与試験成績

から算出して表4に示した問。組飼料と濃厚飼

料の乾物比率が泌乳前期80: 20，泌乳後期 90: 

10という極めて粗飼料給与率の高い飼料構成

でも比較的高い乳量であり，これを 65: 35・

80 : 20の組合せまで高めても乳量は濃厚飼料

に対応して増加しているが，それ以上濃厚飼料

の割合を高めても乳量の増加割合は極めて小さ

作物の生産量の増加と利用率の向上により，量的

確保を図ることが重要で、ある。この観点から，草

地型酪農では早刈り~適期刈りの牧草サイレージ

を主体とし，夏期間には放牧や青刈り給与と組み

合わせ， とうもろこしサイレージを安定栽培地帯

では併給し，畑地型酪農地帯では黄熟期に調製し

たとうもろこしサイレージを主体とし，これにマ

メ科牧草の良〈混入した早刈り~適期刈りの牧草

サイレージや乾草を併給するなど，地域の特徴を

考慮した対応が必要である。更に，乳牛の養分要

求量と組飼料の特性を考慮した濃厚飼料の選択と

ともに，飼料を設定どおり，なおかつ消化生理に

適合するように採食させる給与技術の励行か望ま

かった。 れる。

したがって，これらの組合せ成績から 1泌乳i 乳牛個体の乳量は今後も乳牛の遺伝的改良と飼

前期65了35，泌乳後期80: 20，濃厚飼料拾与量 1 養管理技術の向上とあいまって更に向上の度合い

(乾物)r泌乳期 1.7t，濃厚飼料乾物 1kg当たv を高めていくものと予想きれており門地域の特

りι%FCM量5.0-kι 粗飼料TDN給与率j 徴を活かした高泌乳牛の飼養技術一一特に，組飼

6_~% で 8-， 000 kg台の4%FCM量を達成する 料の第一胃内発酵特性，バイパス蛋白質・アミノ

ということが組飼料主体による高泌乳牛飼養技j 酸，微量要素などを加味した飼料設計，マメ科牧

術の一つの目標と考えら札たぜこれを手l殺成績 草の意義，集約放牧技術，飼料の高水準摂取時に

と日本飼養標準 (1974年版)の養分要求量を用 おける消化利用に及ぽす要因などについての究明

いて，粗飼料と濃厚飼料の TDN含量をそれぞ が今後に期待される。

れ 63%，81.4%と仮定して算出した乳検平均

(試算値)と比較してみると，粗飼料の品質・栄

養価一一特に TDN含量一一と摂取量を高める

ことにより濃厚飼料を現状より増給することな

く乳量を高めうる余地が十分にあることを示し

ていると考えられる。

泌手同目に 4.5t，乾乳期に 0.7t，合計して年間

に5.2tの粗飼料を採食させるとすれば，調製

から給与までの乾物回収率を 80%として，乾物

量で6.5tの原料草が必要になる。現在，成牛換

算 1頭当り牧草・飼料作物の生産量は合計して

原物で 27t，乾物で5.3t程度と推定されるの

で，その生産量を増加させることが必要で、ある。

まとめ

粗飼料主体で高泌乳牛を飼養するためには，そ

の品質・栄養価を向上するとともに，草地・飼料
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